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歴史的遺産・建造物の修復，復元　特集

◇表紙写真説明◇ 旧栃木県庁舎の一部を保存・活用するため「曳家」工法での移動
工程を時系列に掲載した。総重量約 6,000 トンの建物を，45 °の回
転移動 2 回を含み，約 61 m の水平移動を行った。移動先では「免
震レトロフィット」工法により免震化を図った工事である。

旧栃木県庁舎の「曳家」工事

写真提供：西松建設㈱
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